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議会の新体制を決定
議長に 加藤 由貴夫 議員、副議長に 武田 一宏 議員を選出

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167　２

 

 

 

 

 

 

 

 

◎代表者（令和５年３月23日現在）

  

会　派　の　構　成

み ど り の 会

ネクストはんのう

飯 能 み ら い

公 明 党

日 本 共 産 党

日 本 維 新 の 会

参 政 党

無 所 属

◎野田　直人

◎関田　直子

◎加涌　弘貴

◎栗原　義幸

◎金子　敏江

◎坂井　悦子

◎大津　　力

　長谷川順子

加 藤 由 貴 夫

武 田 　 一 宏

鳥 居 　 誠 明

熊 田 　 尚 子

滝 沢 　 修

パタソンひとみ

椙 田 　 博 之

中 元 　 太

新 井 　 巧  

野 口 　 和 彦

議長
加藤  由貴夫  

 

副議長
武田  一宏  

 

～議会の役割を高め、市民の皆様とともに、輝かしい未来へ～
　　　
　平素より、市民の皆様には飯能市議会に対しまして、温かいご理解とご協力を
いただいておりますことに心より御礼申し上げます。
 この度、私たちは３月定例会におきましてご推挙いただき、議長、副議長に就
任いたしました。飯能市議会基本条例を基に、二元代表制の一翼を担う議会の健
全な機能を高め、活発な議論の場として、その役割を発揮いたしますように、決
意を新たにしております。議会は、市民の皆様の声を市政に反映させるための政
策提案をはじめ、様々なチェック機能を果たすことが求められております。執行
部局との活発な議論をとおして、市民サービスの向上と皆様が幸せに安全を確保
して安心して暮らせるまちづくりのため、その一端をしっかり担い、責任を果た
すため、最大限の努力をいたす決意でございます。
 市民の皆様方の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の
ご挨拶とさせていただきます。 

議長・副議長就任あいさつ

　令和５年２月２４日から３月２３日までの２８日間開催された３月定例会では、令和４年度一般会計補正予算案、
令和５年度一般会計予算案などの議案が市長から提出され、いずれも原案可決・承認等されました。
　さらに、３月２３日の最終日には、正副議長の辞職に伴う議長選挙、副議長選挙、常任委員の所属変更、議会運営
委員会補欠委員の選任、各常任委員会等の正副委員長の
互選などが行われ、新しい議会の構成が決まりました。
　なお、立候補制による正副議長の選挙では、本会議
を休憩し、議場において立候補を表明する発言が行わ
れました。

　 ●議長選挙の結果
加藤由貴夫議員　１４票
滝沢　修議員　　　４票 
無効　　　　　　　０票

　●副議長選挙の結果 
武田　一宏議員　１５票
無効　　　　　　　３票
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委  員  会  の  構  成

　定数７人

議
会
運
営
委
員
会

定数７人
（欠員１人）  

総
務
教
育
委
員
会

　定数６人

　定数６人

生
活
福
祉
委
員
会

経
済
建
設
委
員
会

●３　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167

※ ◎印は委員長 ○印は副委員長（令和５年３月２３日現在）

 

 

 

◎栗原　義幸　　　○関田　直子 

　パタソンひとみ　 　坂井　悦子 

　新井　　巧　　　　鳥居　誠明 

　野田　直人

 

 

  

 

 

 

 

 

●議会の運営に
　関する事項
●議会の会議規
　則、委員会に
　関する条例等
　に関する事項
●議長の諮問に
　関する事項

所　管
●一般会計の歳入
●企画総務
●財務
●教育
●他の委員会に
　属さないもの

所　管
●市民生活
●福祉子ども
●健康推進

所　管
●産業環境
●農林業
●建設
●上下水道

◎椙田　博之
　川寺38-1

〇長谷川順子
　赤沢353

武田　一宏
柳町5-15

中元　　太
落合364-47

大津　　力
飯能339-6

新井　　巧
井上732-7

 

 

 

◎関田　直子
　岩沢862

〇熊田　尚子
　笠縫222

パタソンひとみ
平戸143-11

金子　敏江
大河原794-1

加藤由貴夫
新町25-1

鳥居　誠明
緑町13-13

◎坂井　悦子
本人の都合により
掲載できません

〇野田　直人
　飯能1211

栗原　義幸
川寺533-4

野口　和彦
美杉台7-16-97

滝沢　　修
岩沢1146-1

加涌　弘貴
美杉台2-11-5
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令和５年度 一般会計当初予算 

公営企業会計

予算額

予算額

特別会計

※令和５年１月１日現在の人口（78,445人）で算出

反対の立場

賛成の立場

２９６億円

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167　４

土木費　４０,０００円

総務費　４５,０００円

衛生費　３３,０００円

教育費　３８,０００円

その他  １８,０００円

公債費
３９,０００円

消防費
１７,０００円

 

水道事業会計 

下水道事業会計 

87億421万7千円

6,592万2千円

6,531万4千円

5億9,488万6千円

5億1,150万4千円

4億2,604万3千円

5億1,338万4千円

67億3,967万円

12億7,176万7千円

5,108万5千円

29億4,256万3千円

36億3,580万9千円

国民健康保険（事業勘定） 

国民健康保険（南高麗診療所勘定）  
国民健康保険（名栗診療所勘定） 

笠縫土地区画整理

双柳南部土地区画整理

岩沢北部土地区画整理

岩沢南部土地区画整理

介護保険 

後期高齢者医療 

訪問看護ステーション

　小規模事業者にとって複雑なインボイス制
度を前提とした予算編成であること、保育所
給食の調理業務は、公的責任の下で行うべき
であることから反対する。

　地方債現在高が２３億円減額となる見込み
であり、財政健全化に向けた強い姿勢を示し
ていること、対話重視のまちづくり、市民と
ともにつくる飯能市を実現するための充実し
た予算であることから賛成する。

討　論 特別会計・公営企業会計も全て

前年度に比べ１億円、0.3％の増額となりました。主な内容は以下のとおりです。

民生費　１４７,０００円

予算

主な内容は以下のとおりです。

２２９６億円億円

市民１人当たり
の予算 
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　　市制施行70周年記念事業の内容は？ 　　森林環境教育の新たな取り組みとは？

　　福祉支援策構築への取り組みは？ 　　安心して出産・子育て環境づくりの
　　取り組みは？

　　森林資源を活かしたまちづくりに向けては？ 中心市街地活性化への取り組みは？

新規 新規

継続新規

新規 継続

●５　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167

 

 

　585万円

 

 

 

1,５７４万3千円

  

 1億9,455万3千円

 

1億924万6千円

 

1,915万7千円 ９２４万円

  

  

市制施行７０周年
記念事業の実施

医療費の現物給付化

森林文化都市
創造事業の新設

出産・子育て応援
事業の推進

中心市街地
まちづくりビジョン
の策定

小・中学校机天板への
西川材の活用

　　記念式典を催すほか、飯能市×ご当地アニ
　　メコラボロゴデザインの作成、中学生を対
　　象とした子ども議会などを実施する。

　　小・中学校の児童生徒用机に西川材で作製
　　した天板を導入し、森林環境教育に活用し
　　ていく。

　　重度心身障害者、ひとり親家庭等の医療費
　　について、還付手続を不要とする現物給付
　　とし、手続面の負担を軽減する。

　　伴走型相談支援を充実し、出産・子育て応
　　援給付金を支給する。

　　森林サービス産業の促進を図るとともに、
　　森林にかかわる情報と交流のプラットフォ
　　ームを構築していく。

　　「森林文化都市はんのう」の中心市街地を具
　　現化するため、中心市街地まちづくりビジ
　　ョンを策定する。
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議案の審議 議案に対し大綱（根本的な事柄）で
審議します。

３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議決

出産・子育て応援給付金と事業の内容は？

基金の内容と実施事業は？

改正の背景は？

山間地域商店等事業継続支援金の内容は？

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167　６

議案等の上程

　　 議会は、２月２４日から３月２３日までの２８日間開かれ、市長提出議案３２件、
議員提出議案２件について審議等を行い、全て　　   しました。
３月議会で議決した主な議案は、次のとおりです。

【議案第１号】専決処分の承認を求めることについて
　　　　　　 （令和４年度飯能市一般会計補正予算（第８号））

　・出産・子育て応援給付金の支給

伴走型相談支援と経済的支援を一体的に実施する事業で、経済的
支援として、飯能市に住民票のある、令和4年4月以降に妊娠届を
出した方、出産した方に５万円を支給。

【議案第３号】飯能市成年後見制度利用促進基金条例

　・成年後見制度の利用の促進のため、基金を設置

成年後見制度の利用の促進に要する経費に充てるため、基金を設
置するものであり、制度の周知啓発、相談支援の経費等、成年後
見制度利用促進審議会の意見を基に検討していく。

【議案第１０号】飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例

　・出産育児一時金を４８万８，０００円に引き上げ
　　（現行４０万８，０００円）

健康保険法施行令において出産育児一時金の額が改正されたため、
本市においても同様に出産育児一時金の額を現行の４０万8,０００
円から４８万8,０００円に引き上げるものである。

【議案第３１号】令和４年度飯能市一般会計補正予算（第１０号）

　・山間地域商店等事業継続支援金を計上

地域住民の生活に欠かすことができない山間地域（南高麗地区、
吾野地区、東吾野地区、原市場地区、名栗地区）の商店等（小売
り店舗等）に１店舗10万円を支給する。

☟

全ての議案はこちらから
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委員会の審査 各常任委員会に付託され、
詳細に審査します。

消防団活動への支援は？

ひとり親家庭への支援の充実
を図る取り組みは？

元加治駅南口の早期開設に向
けた取り組みは？

飯能第一小学校の建て替えの
方針は？

第二区地区行政センター第二
区保育所の基本設計の内容
は？

広域飯能斎場組合負担金が増
額となっているが？

常任委員会

総 務 教 育
委員会

生活福祉
委員会

経済建設
委員会

●７　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167

議 決

議案質疑を経て、議案は３つの 　　　　　  に付託され、詳細に審査しました。

委 員 長　椙田　博之
副委員長　武田　一宏
委　　員　長谷川順子
　　　　　中元　　太
　　　　　野口　和彦
　　　　　新井　　巧
　　　　　野田　直人

委 員 長　大津　　力
副委員長　熊田　尚子
委　　員　関田　直子
　　　　　金子　敏江
　　　　　加藤由貴夫

委 員 長　栗原　義幸
副委員長　パタソンひとみ
委　　員　坂井　悦子
　　　　　滝沢　　修
　　　　　鳥居　誠明
　　　　　加涌　弘貴

総
消防団活動への支援は？ 飯能第一小学校の建て

方針は？ 委
て替えの

総

委

令和５年度飯能市一般会計予算

生
ひとり親家庭への支援の充実
を図る取り組みは？

第二区地区行政センタ
区保育所 基本設計 内容 委

ター第二

生

委

令和５年度飯能市一般会計予算

経

元加治駅南口の早期開設に向 広域飯能斎場組合負担金が増担金が増

経令和５年度飯能市一般会計予算

消防団機能の充実を図るため、
団員活動服の更新と第１０分
団１部ポンプ車の更新を実施
する。

養育費に関する公正証書等作
成保証補助金、養育費保証契
約促進補助金を創設する。

元加治駅南口の開設及び駅前
広場を含む周辺整備を進める
ため、駅前広場に係る予備設
計を実施する。

飯能第一小学校、飯能中央地
区行政センター、放課後児童
クラブの複合化へ向けた基本
計画を策定する。

耐震補強、防水改修、エレ
ベーター棟の増築、バリアフ
リートイレ等が基本設計に含
まれている。本年度詳細設計
を行う。

斎場建替のための基本計画策
定費用による増額で、今後予
定している斎場建替に向けて、
構成３市で連携して進めてい
く。
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 12 13 14 15 16 17 18 19

議案
番号

議決結果

議決
結果

議案
番号

　　　　　　　　　　　　　議席番号・議員名
　
　
　　議　案　名

議　　　　　案　　　　　名

●もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167２８

令和５年３月定例会　議決結果

提
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の
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認
知
症
の
人
も
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も
安
心
な
社

会
の
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築
を
求
め
る
意
見
書

■全会一致の議案

■賛否が分かれた議案

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

派　　遣

新型コロナウイルス感染症の後遺症の方々の日常を守る取り組みの強化を求める意見書

認知症の人も家族も安心な社会の構築を求める意見書

議員派遣の件

令和５年度飯能市下水道事業会計予算

令和５年度飯能市訪問看護ステーション特別会計予算

令和５年度飯能市後期高齢者医療特別会計予算

令和４年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和４年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第１０号）

令和５年度飯能市双柳南部土地区画整理特別会計予算

令和５年度飯能市一般会計補正予算（第１号）

令和５年度飯能市岩沢北部土地区画整理特別会計予算

飯能市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

飯能市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

令和４年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

市道路線の認定について（大字岩沢地内）

市道路線の廃止について（大字上畑地内）

令和４年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計補正予算（第３号）

飯能市成年後見制度利用促進基金条例

飯能市国民健康保険条例の一部を改正する条例

令和４年度飯能市一般会計補正予算（第９号）

飯能市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度飯能市一般会計補正予算（第８号））

飯能市手数料条例の一部を改正する条例

飯能市立博物館条例の一部を改正する条例

飯能市障害児通園施設条例の一部を改正する条例

令和５年度飯能市介護保険特別会計予算

令和５年度飯能市岩沢南部土地区画整理特別会計予算

令和５年度飯能市笠縫土地区画整理特別会計予算

令和４年度飯能市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

1

3

4

5

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

18

19

22

23

24

25

26

27

28

30

31

32

議提1

議提2

2

11

20

21

29

熊
田
尚
子

長
谷
川
順
子

武
田
一
宏

パ
タ
ソ
ン
ひ
と
み

坂
井
悦
子

栗
原
義
幸

中
元
　
太

関
田
直
子

大
津
　
力

野
口
和
彦

椙
田
博
之

滝
沢
　
修

新
井
　
巧

金
子
敏
江

加
藤
由
貴
夫

鳥
居
誠
明

加
涌
弘
貴

野
田
直
人

〇 〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

飯能市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

令和５年度飯能市一般会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

令和５年度飯能市国民健康保険特別会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

令和５年度飯能市水道事業会計予算 〇 × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

　※中元太議員は議長のため、採決には加わっていません。

飯能市議会議員及び飯能市長の選挙における選
挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の
一部を改正する条例

※表の見方：○は賛成の議員、×は反対の議員
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一 般 質 問

一　 般　 質　 問

飯
能
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
。

今
後「
気
候
風
土
適
応
住
宅
の
基
準
」

制
定
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

第
二
区
の
現
状
を
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

飯
能
第
二
小
学
校
の
存
続
は
。

●９　もっとはんのう市議会　令和5（2023）年５月１日　No.167

　一般質問とは、市の行政全般について市長（執行部）に対し、議員がそれぞれの視点から質問し、
説明を求めるものです。
　質問する議員は、質問内容を事前に通告します。本会議における持ち時間は１人６０分以内です。
　原稿は、質問者自らが執筆したものを発言順に掲載しています。今回は１３人の議員が登壇し
ました。
　一般質問の様子は、インターネット録画配信をしています。掲載されている二次元コードから、
該当議員の動画をご覧いただけます。
（　　　）の中は会派名です。

市政に対する

大
津　
　

力
（
参
政
党
）

気
候
風
土
適
応
住
宅
に
つ
い
て

第
二
区
に
つ
い
て

埼
玉
県
の
特
定
行
政
庁
連
絡
協
議
会

の
研
究
部
会
や
建
築
士
会
の
勉
強
会

に
参
加
し
、
地
元
の
木
材
利
用
関
係

団
体
と
の
会
合
を
持
つ
な
ど
研
究
を

重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
。

令
和
７
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

省
エ
ネ
基
準
の
義
務
化
に
備
え
、
飯

能
市
版
の
「
気
候
風
土
適
応
住
宅
」

の
基
準
制
定
に
向
け
て
、
埼
玉
県
や

関
係
団
体
等
と
も
協
議
し
つ
つ
、
森

林
文
化
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
基
準
を

設
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
口
が
直
近
５
年
間
で
永
田
台
を
除

く
、
大
字
４
地
区
で
は
８
．３
％
減
。

飯
能
市
立
飯
能
第
二
小
学
校
の
児
童

数
は
、
直
近
５
年
間
で
約
40
％
減
。

一
方
で
、
飯
能
第
二
区
地
区
は
、
地

域
と
し
て
も
ま
と
ま
り
、
住
民
の
皆

様
の
結
束
力
も
強
く
、
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

現
時
点
で
廃
校
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
令
和

４
年
度
か
ら
飯
能
第
二
小
学
校
を

小
規
模
特
認
校
に
指
定
す
る
と
と

も
に
、
奥
武
蔵
小
学
校
に
引
き
続

き
、
二
校
目
の
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
令
和
５
年
度
か
ら
開
設
す
る

予
定
で
あ
る
。

第二地区内の弁天橋（本人撮影）

飯能市イメージキャラクター
夢馬（むーま）
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要
望

要
望

一 般 質 問

母
親
学
級
と
両
親
学
級
の
開
催
状
況

は
。

平
日
開
催
し
か
し
て
い
な
い
の
で
、

土
日
祝
開
催
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

日
高
市
は
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

が
あ
る
。
飯
能
で
も
導
入
し
て
は
。

飯
能
で
は
出
産
で
き
る
医
療
機
関
は

一
箇
所
。
選
択
肢
を
増
や
す
病
院
や

助
産
院
の
誘
致
を
実
施
し
て
は
。

無
痛
分
娩
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
か
。

ニ
ー
ズ
が
多
い
な
ら
無
痛
分
娩
の
補

助
金
の
検
討
を
し
て
欲
し
い
。

市
内
で
小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
出

来
る
医
療
機
関
は
い
く
つ
あ
る
か
？

お
隣
の
横
瀬
町
で
は
、
小
児
科
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
が
対
象
で
、
夕

方
18
時
か
ら
22
時
ま
で
の
時
間
帯
で

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
無
料
で
相
談
で

き
る
仕
組
み
が
あ
る
。
飯
能
市
で
も

導
入
す
べ
き
だ
が
見
解
は
。

夜
間
の
急
な
発
熱
な
ど
、
安
心
し
て

相
談
で
き
る
仕
組
み
は
重
要
な
の
で

積
極
的
な
導
入
検
討
を
お
願
い
す
る
。

市
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
の
う
ち
、

身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢
者
等
は
、

連
帯
保
証
人
の
確
保
に
困
難
な
状
況

が
あ
る
。入
居
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
、家
賃
保
証
会
社
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
、見
解
を
問
う
。

市
営
住
宅
の
新
た
な
視
点
と
し
て
、

子
育
て
世
帯
等
、若
者
世
代
が
入
居

で
き
る
枠
を
設
け
、人
口
増
と
地
域

の
活
性
化
を
見
込
む
取
り
組
み
を
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。見
解
を
聞
く
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
推
進
す
る「
書
か
な
い

窓
口
」は
市
民
負
担
の
軽
減
と
業
務

改
革
に
よ
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。

財
源
と
し
て
、国
の
交
付
金
も
活
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、早
期
の
推
進
が
必

要
で
あ
る
。見
解
を
問
う
。

知
的
障
害
や
学
習
障
害
の
あ
る
方
の

選
挙
投
票
支
援
は
、
既
に
代
理
投
票

等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

に
投
票
を
円
滑
に
進
め
る
も
の
と

し
て「
投
票
支
援
カ
ー
ド
」の
作
成
・

活
用
が
有
効
で
あ
る
。
見
解
を
聞
く
。
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栗
原　

義
幸
（
公
明
党
）

市
営
住
宅
の
入
居
要
件
緩
和
と
利
活

用
、「
書
か
な
い
窓
口
」の
推
進
、

知
的
障
害
等
の
あ
る
方
の
投
票
支
援

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
課
題
も
多

く
見
送
っ
て
き
た
が
、
他
市
の
導
入

事
例
を
参
考
に
研
究
・
検
討
し
た
い
。

公
営
住
宅
法
の
改
正
等
、
市
営
住
宅

の
活
用
範
囲
が
広
が
る
際
に
は
、
積

極
的
に
検
討
し
た
い
。

「
書
か
な
い
窓
口
」は
、
市
民
に
身
近

な
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
の
一
つ
と
し

て
、
ま
た
手
続
き
の
簡
素
化
に
よ
っ

て
、
市
民
の
大
き
な
安
心
に
つ
な
が

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
積
極
的

に
検
討
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

導
入
し
て
い
る
自
治
体
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
を
参
考
に
、検
討
し
た
い
。 市営住宅富士見団地（本人撮影）

野
口　

和
彦
（
参
政
党
）

出
産・子
育
て
支
援

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト

小
児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
導
入
を

小児科オンライン（出典：横瀬町ホームページ）

で
き
る
限
り
断
ら
な
い
方
針
で
開
催

し
て
お
り
日
程
が
合
わ
な
い
場
合
は

個
別
対
応
し
て
い
る
。

参
加
し
や
す
い
開
催
検
討
を
す
る
。

産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

埼
玉
県
の
所
管
だ
が
伝
え
て
い
く
。

５
割
強
が
実
施
し
て
い
る
。

10
ヶ
所
実
施
し
て
い
る
。

か
か
り
つ
け
医
や
電
話
相
談
な
ど
の

組
み
合
わ
せ
が
有
効
と
考
え
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
は
研
究
す
る
。
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要
望

一 般 質 問

西
川
材
を
活
用
し
、遊
び
を
楽
し
む

と
と
も
に
地
域
の
文
化
継
承
、多
世

代
交
流
の
場
と
な
る
お
も
ち
ゃ
美
術

館
の
よ
う
な
場
所
と
し
て
、林
業
セ
ン

タ
ー
や
空
き
教
室
、廃
校
な
ど
を
利

用
し
て
何
か
で
き
な
い
か
。

不
登
校
の
長
期
化
な
ど
、家
に
ひ
き

こ
も
り
が
ち
な
お
子
さ
ん
が
社
会
と

の
接
点
を
持
ち
必
要
な
支
援
に
つ
な

が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
居
場
所

づ
く
り
を
市
が
主
導
し
て
進
め
て
は

ど
う
か
。

産
前
・
産
後
に
求
め
ら
れ
る
育
児
支

援
や
家
事
支
援
、一
時
預
か
り
保
育
な

ど
、実
情
に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
形
で
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

若
者
支
援
、定
住
促
進
と
い
う
面
か

ら
結
婚
新
生
活
へ
の
支
援
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

自
治
会
加
入
率
が
低
迷
し
て
い
る

中
、
ご
み
集
積
所
利
用
を
通
じ
て
自

治
会
へ
導
け
な
い
か
。

自
治
会
の「
災
害
時
要
援
護
者
リ
ス

ト
」と
民
生
委
員
の「
見
守
り
カ
ー

ド
」は
連
携
で
き
な
い
か
。

令
和
５
年
度
の
防
災
訓
練
は
。

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
を
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

地
域
の
ご
神
木
な
ど
の
指
定
文
化
財

に
当
た
る
も
の
の
保
護
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

管
理
を
怠
っ
て
い
る
家
屋
の
敷
地
は
、

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
の
対
象
外

に
す
べ
き
と
思
う
が
。
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椙
田　

博
之
（
無
所
属
）

来
年
度
の
防
災
訓
練
は

ご
神
木
な
ど
の
指
定
文
化
財
の
保
護

は
、
固
定
資
産
税
の
特
例
に
つ
い
て

集
積
所
の
利
用
は
自
治
会
加
入
を
条

件
と
し
て
な
い
が
、
自
治
会
加
入
促

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

個
人
情
報
の
問
題
も
あ
る
が
、
今

後
、
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で
検
討

し
た
い
。

５
月
８
日
以
降
の
５
類
感
染
症
へ
の

位
置
づ
け
後
は
、
地
域
や
学
校
関
係

者
な
ど
と
連
携
し
た
訓
練
が
再
開
で

き
る
見
通
し
で
あ
る
。

ま
ず
は
人
的
・
物
的
被
害
を
出
さ
な

い
こ
と
が
最
優
先
。
指
定
文
化
財
の

管
理
は
あ
く
ま
で
も
所
有
者
が
行
う

も
の
で
、
市
は
そ
の
保
存
や
管
理
計

画
に
助
言
や
協
力
を
す
る
立
場
で
あ

る
。

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
の
改
善
が
さ
れ

な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
住
宅

用
地
の
特
例
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
と
な
る
。

県指定文化財の川寺神明
神社のご神木（本人撮影）

デジタル防災無線ラジオ
（本人撮影）

熊
田　

尚
子
（
公
明
党
）

木
育
に
つ
い
て

ひ
き
こ
も
り
支
援
・
子
育
て
支
援

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

もくもくくらぶ（本人撮影）

林
業
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を
お
も
ち
ゃ

美
術
館
の
よ
う
な
活
用
に
つ
い
て
検

討
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
。
お
も
ち
ゃ

美
術
館
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て

い
く
。

国
か
ら
ま
も
な
く
示
さ
れ
る
予
定
の

指
針
を
参
考
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
な

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
社
会
と

の
接
点
を
持
て
る
よ
う
な
居
場
所
づ

く
り
を
迅
速
に
検
討
し
て
い
く
。

選
択
の
幅
や
利
用
し
や
す
さ
、
ク
ー

ポ
ン
導
入
等
の
検
討
を
し
、
必
要
な

時
に
必
要
な
支
援
が
速
や
か
に
利
用

で
き
る
よ
う
努
め
る
。

転
出
入
の
動
向
や
本
事
業
、
自
治
体

独
自
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
先
行
事

例
等
を
研
究
し
て
い
く
。
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一 般 質 問

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
取
り
組
み
は
。

消
費
者
被
害
防
止
の
取
り
組
み
は
。

自
治
会
で
取
得
し
た
個
人
情
報
の
保

護
を
強
化
す
る
為
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
を
作
成
し
Ｈ
Ｐ
等
で
公
開
で
き
な

い
も
の
か
。

原
市
場
に
運
動
場
を
作
る
予
定
は
。

大
林
組
と
の
連
携
協
定
の
期
限
は
。

連
携
協
定
の
進
捗
は
。

東
飯
能
駅
自
由
通
路
を
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
が
で
き
な
い
も

の
か
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
通
学
時
の

ラ
ン
ド
セ
ル
等
が
適
度
な
重
さ
を
超

え
て
い
る
と
思
う
が
。

通
級
指
導
教
室
を
必
要
と
す
る
生
徒

の
中
に
は
、
不
登
校
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
も
あ
る
。
不
登
校
者
数
は
昨

年
度
１
２
５
名
。
今
年
度
12
月
末
時

点
で
１
６
７
名
。
相
談
員
増
員
等
緊

急
対
策
の
予
算
増
額
の
予
定
は
。

救
急
事
案
が
発
生
の
場
合
に
備
え
、

天
覧
山
に
位
置
表
示
板
等
の
設
置
を

し
て
は
ど
う
か
。

阿
須
山
中
の
土
地
価
格
の
算
定
に
お

い
て
、
公
社
が
行
っ
た
駅
か
ら
直
線

３
キ
ロ
に
あ
る
阿
須
地
区
の
近
傍
類

似
地
の
林
地
の
不
動
産
鑑
定
評
価
価

格
１
７
１
７
円
／
㎡
を
用
い
ず
、
駅

か
ら
直
線
14
キ
ロ
の
上
名
栗
・
炭
谷

入
の
地
価
評
価
価
格
１
２
２
円
／
㎡

と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
木
の
取
扱
い
は
。

当
初
の
申
請
と
違
い
、
サ
ッ
カ
ー
利

用
者
が
路
地
敷
に
車
を
駐
車
し
、
法

面
で
観
覧
等
し
て
い
る
。
都
市
計
画

法
に
反
す
る
行
為
と
思
う
が
。
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長
谷
川　

順
子
（
無
所
属
）

児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

森
林
整
備
と
安
全
対
策

阿
須
山
中
有
効
活
用
事
業
の
不
明
点

そ
う
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ル
ー
ム
の
予
算
化

を
図
り
、
支
援
を
進
め
る
。

警
察
や
消
防
、
観
光
協
会
と
連
携
し
、

緊
急
時
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
活
用
等
に

つ
い
て
入
山
者
に
周
知
等
進
め
る
。

公
社
と
市
は
別
団
体
だ
か
ら
。

市
は
処
分
を
事
業
者
に
お
願
い
し
た
。

廃
棄
物
と
し
て
最
終
処
分
場
に
運
搬

し
た
と
報
告
を
受
け
た
。

事
業
者
の
モ
ラ
ル
の
問
題
。
望
ま
し

い
利
用
で
は
な
い
の
で
注
意
す
る
。 なぜ、１２２円を基準にしたのか（本人作成）

武
田　

一
宏
（
ネ
ク
ス
ト
は
ん
の
う
）

特
殊
詐
欺
、
消
費
者
被
害
の
防
止

原
市
場
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

東
飯
能
駅
自
由
通
路
の
活
用
状
況
は

青
パ
ト
、
防
災
行
政
無
線
等
の
広
報

啓
発
事
業
と
警
察
署
と
合
同
で
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

防
犯
教
育
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

相
談
員
が
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
体

制
を
取
り
、
高
齢
者
向
け
啓
発
グ
ッ

ズ
の
配
布
、
小
中
学
生
向
け
の
冊
子

配
布
、
被
害
者
事
例
を
Ｈ
Ｐ
等
で
発

信
し
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

自
治
会
長
研
修
会
の
研
修
資
料
を
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
関
わ
る
方
々
に

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｈ
Ｐ
に

公
開
す
る
等
周
知
、
徹
底
す
る
。

地
域
課
題
の
共
有
、
整
理
を
行
い
、

現
在
あ
る
施
設
の
有
効
活
用
や
遊
休

地
等
の
有
効
活
用
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。

協
定
締
結
の
日
か
ら
５
年
間
で
あ
る
。

月
に
１
度
程
度
の
会
議
を
開
催
し
意

見
交
換
や
情
報
共
有
等
を
行
っ
て
い

る
。

賑
わ
い
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
取
組

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
有
効
な
活

用
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し

て
い
く
。

東飯能駅　自由通路（本人撮影）
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一 般 質 問

市
の
学
校
給
食
費
無
償
化
等
検
討
委

員
会
の
報
告
で
は
、
現
状
に
お
い
て
、

市
長
公
約
、
重
点
施
策
、
他
の
施
策

に
先
ん
じ
て
実
施
す
べ
き
状
況
に
あ

る
と
は
言
え
な
い
と
す
る
結
論
に
至

っ
た
。
そ
こ
で
、
現
状
に
お
い
て
と
い

う
判
断
は
、
優
先
す
る
施
策
が
、
め
ど

が
つ
い
た
ら
や
る
の
か
、
そ
れ
と
も
市

長
公
約
に
な
い
か
ら
や
ら
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
。

日
本
農
業
新
聞
が
報
道
し
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
無
償
化
し
た
自
治
体
は
、
３
割

に
の
ぼ
る
。
期
間
限
定
の
と
こ
ろ
も

多
い
が
、
坂
戸
市
の
よ
う
に
令
和
５

年
度
以
降
も
継
続
し
て
い
る
自
治
体

が
劇
的
に
増
え
て
い
る
。
行
田
市
は

中
学
校
に
つ
い
て
、
独
自
財
源
で
継

続
す
る
。
無
償
化
の
実
態
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

国
も
給
食
費
の
無
償
化
に
公
費
を
充

て
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
な
か
で
、

食
材
費
は
保
護
者
負
担
と
い
う
考
え

方
を
変
え
る
と
き
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

岩
沢
地
区
は
阿
須
小
久
保
線
岩
沢
陸

橋
の
開
通
に
よ
り
交
通
動
線
も
大
き

く
変
わ
り
住
宅
建
設
も
進
み
つ
つ
あ

る
。
区
画
整
理
事
業
が
や
っ
と
目
に

見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
岩
沢

北
部
、
南
部
地
区
と
も
に
令
和
10
年

度
ま
で
が
事
業
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

残
り
６
年
で
完
了
す
る
目
途
は
あ
る

の
か
。

先
日
、
岩
沢
北
部
地
内
で
建
物
火
災

が
あ
り
、
緊
急
車
両
の
通
行
に
支
障

が
あ
っ
た
。
防
災
対
策
は
必
須
だ
。

除
外
地
区
も
整
備
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。
今
後
の
整
備
方
針
は
。

元
加
治
駅
南
口
の
早
期
開
設
は
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
る
が
令
和
５
年
度

予
算
で
予
備
設
計
が
提
案
さ
れ
た
。

協
議
の
状
況
は
。

予
備
設
計
で
は
具
体
的
な
施
設
配
置

な
ど
も
検
討
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

進
め
方
は
。
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滝
沢　
　

修
（
日
本
共
産
党
）

岩
沢
北
部・南
部
区
画
整
理
事
業

今
後
の
進
め
方
は

元
加
治
駅
南
口
の
早
期
開
設
を

南
部
地
区
は
今
年
度
か
ら
北
部
地
区

は
来
年
度
か
ら
事
業
計
画
の
変
更
に

着
手
す
る
。
今
後
の
進
め
方
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
財
源
を
確
保
し
つ

つ
令
和
10
年
度
を
目
標
に
取
り
組

む
。

狭
隘
道
路
解
消
の
整
備
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。
下
水
道
、
水
道
事
業
と

も
連
携
し
効
果
的
な
整
備
を
進
め
て

い
く
。

入
間
市
と
開
設
に
向
け
整
備
の
方
向

性
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
上
で
西

武
鉄
道
と
三
者
で
協
議
・
意
見
交
換

を
行
っ
て
い
る
。

元
加
治
駅
周
辺
整
備
の
考
え
方
を
整

理
し
て
い
き
た
い
。

早期開設が望まれる元加治駅南口（本人撮影）

新
井　
　

巧
（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
の
無
償
化
は
全
国
的
な
流

れ
に

現
時
点
に
お
け
る
政
策
的
観
点
か
ら

判
断
し
た
。
今
後
、
無
償
化
を
行
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
様
々

な
事
情
や
状
況
の
変
化
を
捉
え
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。

令
和
４
年
９
月
現
在
、
県
内
24
自
治

体
で
無
償
化
（
一
部
無
償
化
を
含
む
）

を
実
施
し
、
来
年
度
以
降
全
国
的
に

予
算
計
上
す
る
動
き
が
あ
る
。

自
治
体
ご
と
に
判
断
し
て
い
る
も
の

で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
食
材
費
は

保
護
者
負
担
と
し
た
い
。

給食を無償化した自治体は３割に
（出典：日本農業新聞）
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一 般 質 問

通
学
路
合
同
点
検
の
蓄
積
や
指
摘
箇

所
を
ど
う
活
用
し
効
果
的
に
対
応
し

て
き
た
か
。
市
内
の
交
通
死
亡
事
故

に
防
ぐ
要
素
は
な
か
っ
た
か
。

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
険
は

よ
り
捕
捉
率
の
高
い
も
の
を
選
ぶ
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

備
品
支
援
は
日
常
生
活
の
中
で
参
加

で
き
る
よ
う
対
象
を
広
げ
て
は
。

犯
罪
抑
止
、
発
生
時
の
早
期
対
処
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
増
は
有
効
。
行

政
施
設
で
の
自
販
機
活
用
の
仕
組
み

が
あ
る
が
検
討
は
。
事
業
者
や
団
体

に
も
制
度
を
周
知
し
て
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
メ
ニ
ュ
ー
を
設
け
寄
付
活
用
は
。

今
年
７
月
に
法
改
正
で
規
制
緩
和
と

な
る
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
。
安
全
周

知
と
観
光
推
進
の
活
用
は
。

処
遇
改
善
の
進
む
消
防
団
。
今
後
の

負
担
軽
減
に
向
け
た
対
策
は
。

旧
吾
野
小
学
校
の
有
効
利
用
の
状
況

は
。

建
物
を
利
用
し
な
い
状
態
は
再
利
用

時
の
影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。
跡
地

利
用
の
今
後
の
計
画
は
。

燃
料
費
の
高
騰
、
物
価
の
高
騰
で
の

生
活
費
負
担
軽
減
の
た
め
に
も
、
地

産
地
消
の
安
心
安
全
安
定
の
基
盤
作

り
に
固
定
種
野
菜
を
利
用
し
た
本
市

の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
含
め
た
取
り
組
み

は
。

令
和
３
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
額
が
減
少
し
て
い
る
が
。

返
礼
品
の
充
実
に
本
市
の
特
産
物
と

し
て
固
定
種
野
菜
の
取
り
組
み
を
。
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パ
タ
ソ
ン　

ひ
と
み
（
参
政
党
）

旧
吾
野
小
学
校
の
有
効
活
用　
固
定
種

野
菜
を
飯
能
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
推
進

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充
実

指
定
避
難
所
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
地
域
の
方
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要

望
を
伺
い
対
応
し
て
い
る
状
況
。

地
域
で
の
情
報
共
有
と
共
に
地
区
行

政
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
し
取
り
組
ん

で
い
く
。
跡
地
利
用
は
検
討
中
。

固
定
種
野
菜
栽
培
は
他
と
差
別
化
で

き
ブ
ラ
ン
ド
化
が
可
能
で
あ
る
が
、

様
々
な
農
家
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
支
援
等
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
本
市
の
返
礼
品
に
少
な
い
実
用

品
や
消
耗
品
が
求
め
ら
れ
た
た
め
だ

が
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
お
米
、
お
茶
、
野
菜
、
果
物
な

ど
16
億
円
も
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

固
定
種
だ
け
で
な
く
農
家
さ
ん
や
事

業
者
さ
ん
を
後
方
支
援
し
、
本
市
の

応
援
者
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

旧吾野小学校校舎（本人撮影）

坂
井　

悦
子
（
日
本
維
新
の
会
）

安
全
安
心
に
係
る
諸
施
策

交
通
安
全
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
推
進

消
防
団
に
つ
い
て　

点
検
は
毎
年
実
施
、
蓄
積
を
踏
ま
え

順
次
整
備
。
交
通
死
亡
事
故
は
市
外

の
方
、
高
齢
者
、
若
者
が
多
い
傾
向
。

情
報
発
信
の
強
化
等
に
取
組
む
。

他
市
の
事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

県
の
防
犯
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
Ｌ
Ｅ

Ｄ
付
ウ
エ
ス
ト
バ
ッ
グ
を
配
布
。
活

用
を
広
報
す
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
機
能
付
自
販
機
を
設
置

い
た
だ
け
る
か
情
報
を
周
知
す
る
。

共
感
い
た
だ
け
る
使
い
道
を
工
夫
。

警
察
と
連
携
し
、
奥
む
さ
し
飯
能
観

光
協
会
等
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
し
て
の

可
能
性
を
研
究
す
る
。

検
証
か
ら
実
践
的
な
訓
練
な
ど
魅
力

あ
る
消
防
団
活
動
へ
更
に
取
組
む
。市民も一体での防犯体制づくり（本人作成）
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一 般 質 問

後
期
計
画
予
算
編
成
で
行
政
の
継
続

性
は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

観
光
施
策
予
算
が
大
き
く
減
額
し
ま

ち
な
か
の
賑
わ
い
を
危
惧
す
る
。
行

政
の
継
続
性
が
崩
れ
て
い
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

美
杉
台
地
区
に
交
番
の
設
置
を
。

新
飯
能
高
等
学
校
が
開
校
す
る
。
市

が
新
校
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
。

新
校
に
市
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
は

で
き
な
い
か
。

市
と
飯
能
高
校
が
相
互
に
連
携
協
力

し
て
い
く
こ
と
で
明
る
い
未
来
を
。

飯
能
市
が
輝
き
発
展
し
て
い
く
に
は

若
い
力
、
郷
土
愛
が
重
要
と
思
う
が
。

世
論
に
押
さ
れ
て
国
が
令
和
４
年
度

か
ら
未
就
学
児
の
均
等
割
を
５
割
軽

減
し
た
。
お
ぎ
ゃ
ー
と
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
に
も
国
保
の
均
等
割
が
３
万

１
千
円
賦
課
さ
れ
る
。
他
の
保
険
制

度
に
は
な
く
国
保
だ
け
に
あ
る
制
度

で
重
い
国
保
税
の
要
因
と
な
っ
て
い

る
。
全
国
的
に
地
方
税
法
７
１
７
条

の
減
免
規
定
を
生
か
し
、
首
長
の
裁

量
で
「
子
ど
も
が
い
る
こ
と
は
特
別

の
事
情
」
と
し
て
減
免
を
認
め
さ
せ

て
い
る
自
治
体
が
出
て
い
る
。

仙
台
市
で
は
市
独
自
に
子
ど
も
の
均

等
割
５
割
減
免
を
実
施
し
て
い
る
。

飯
能
市
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
が
。
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加
藤　

由
貴
夫
（
み
ど
り
の
会
）

総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
か
ら

安
全
に
暮
ら
せ
る
防
犯
の
整
備

新
飯
能
高
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

前
期
令
和
２
年
度
と
比
較
し
、
観
光

の
推
進
は
１
１
．９
％
の
減
。

前
期
計
画
は
ハ
ー
ド
中
心
で
、
後
期

の
令
和
５
年
度
は
ソ
フ
ト
視
点
。

若
者
が
魅
力
を
感
じ
、
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
、
訪
れ
た
い
ま
ち
と

し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
財
源
の
投
入
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。

警
察
に
交
番
の
設
置
を
強
く
要
望
し

実
現
す
る
よ
う
働
き
か
け
続
け
る
。

地
元
の
魅
力
に
愛
着
を
持
つ
こ
と
で

地
域
創
生
、
地
域
貢
献
す
る
人
材
育

成
の
場
に
な
る
こ
と
を
期
待
。

市
独
自
の
応
援
策
を
検
討
し
た
い
。

包
括
連
携
協
定
の
締
結
と
い
っ
た
方

法
も
含
め
協
議
対
話
し
た
い
。

中
心
市
街
地
活
性
化
や
本
市
の
明
る

い
未
来
の
創
造
に
つ
な
げ
若
い
力
や

郷
土
愛
の
醸
成
を
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
に
位
置
づ
け
た
い
と
考
え
る
。埼玉県立飯能高等学校（本人撮影）

金
子　

敏
江
（
日
本
共
産
党
）

高
す
ぎ
る
国
保
税
、
18
才
ま
で
の
子

ど
も
の
均
等
割
を
な
く
し
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を

現
在
、
国
保
加
入
世
帯
の
18
才
以
下

の
子
ど
も
は
約
１
１
０
０
人
。
法
定

軽
減
な
ど
の
減
額
措
置
を
除
い
て
試

算
す
る
と
減
免
額
は
約
２
２
０
０
万

円
と
な
る
。
減
免
規
定
を
用
い
て
子

ど
も
の
均
等
割
を
減
免
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
の
質
問
だ
が
、
県
で
は

国
民
健
康
保
険
税
率
を
統
一
す
る
中

で
減
免
規
定
も
統
一
し
て
い
き
将
来

県
内
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ

所
得
な
ら
同
じ
保
険
税
、
同
じ
減
免

規
定
と
な
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。

ま
た
、
令
和
８
年
度
に
は
県
全
体
で

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
解
消

す
る
方
針
か
ら
市
と
し
て
も
徐
々
に

減
額
し
て
い
く
方
向
で
す
す
め
て
お

り
、
新
た
に
繰
り
入
れ
の
増
額
は
む

ず
か
し
い
。
仙
台
市
の
よ
う
に
５
割

の
軽
減
を
行
え
ば
未
就
学
児
は
ゼ
ロ

に
な
る
。
し
か
し
市
独
自
の
軽
減
策

は
考
え
て
い
な
い
。

子どもの均等割りなくして高い国保税引き下げて
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区画整理公園予定地を地域で活用　加治東ふれあい広場

お詫び
　１６６号の裏表紙に掲載した飯能消防団特別点

検の写真下部の文章について、「３年ぶりの飯能

消防団特別訓練」と記載しましたが、正しくは「３

年ぶりの飯能消防団特別点検」の誤りでした。

　市民の皆さま並びに関係各位にご迷惑をお掛け

しまして、誠に申し訳ございませんでした。

　謹んでお詫び申し上げます。

 

議会を見よう！ 議会を聴こう！ 議会を読もう！

Ｍ

編集後記 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

一般質問映像を録画
配信しています。 

本会議や委員会は
公開しています。 

本会議の会議録を
公開しています。 

会議情報を掲載して
います。 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

議会を調べよう！

次回の6月定例会は

6月２日開会予定
会期日程等は５月30日頃内定します。

戸田競艇開催日（埼玉県都市ボートレース企業団主催分）5/2～5/7、5/24～5/29、6/14～6/19
お問い合わせ先　埼玉県都市ボートレース企業団事務局　TEL048-823-8711（収益の一部は飯能市の収入となり、市の事業に活用されています。）

表紙の風景

も
っ
と
 は
ん
の
う
市

会
議

　表紙、裏表紙の両面がカラーとなり、飯能の美しい
風景をお届けしております。また、議会の取り組みを
お知らせする誌面も読みやすくしてまいりました。
　広報委員の顔ぶれも、この度新しくなり、委員一同
様々なアイデアを出し合いながら、「広報」に努めると
同時に、開かれた市議会を目指し、お届けしてまいり
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（パタソン）

　　

　

　
広報委員　委 員 長　パタソンひとみ
　　　　　副委員長　栗原　義幸
　　　　　委　　員　長谷川順子　関田　直子　
　　　　　　　　　　滝沢　  修 　野田　直人

　３月５日、加治スポーツ協会主催
の第４２回加治地区一周駅伝大会が
開催されました。健脚を競うとともに
各地域で応援をいただきながら親睦
が深まる大会となりました。（滝沢）

◆声の議会だより（市議会だよりの音声版）◆
朗読ボランティアグループ「ひびき」さんのご協力に
より、市議会だよりを音訳していただいた「声の議
会だより」を飯能市ホームページに掲載しています。

令
和
５（
2
0
2
3
）年
　
　
 ５
月
１
日
号
 No.167

《
発
行
》
飯
能
市
議
会
　
　
 　
   ☎

042－973－2686　
《
編
集
》
市
議
会
広
報
委
員
会
　
飯
能
市
大
字
双
柳
１
－１

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た
見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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